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ら当たり前ではないことがたくさんあると確信し、大仙
市を隅々まで知り、魅力を発信したいと思っています。
　隊員になってまだ間もないですが、毎日大仙市を好
きになっています。毎日〝好き〟が増えていく大仙市。今
後は、私のドキドキ・ワクワクな地域おこし協力隊の活
動をお伝えします！

はじめまして！大仙市地域おこし協力隊員になり
ました、渡邉衣

え

里
り

といいます。福島県で生まれ育
ち、宮城県仙台市に約３年住んでいました。
　私はマーチングバンドのカラーガードが大好きで、
全国大会にも出場した経験があります。恩師が大曲中
学校吹奏楽部でカラーガードの振り付けをしていて、
その手伝いをきっかけに大仙市を知りました。
　その翌年の夏、「大曲の花火」を初めて見て大仙市全
体で花火を盛り上げていることを実感。また、田舎の風
景「田園」と、冬の雪景色にひかれて移住を考えました。
　大仙市には、たくさんの魅力があります。市民の皆さ
んにとっては当たり前のことでも、他県・他市から見た

今月の
〝あっこ〟
〝こんたごど〟

［写真1］協和土渕集落の冬季防災訓練に参加［写真2］花館のサケ
まつりでサケの稚魚を放流［写真3］「刈和野の大綱引き」に使用
される大綱の綱飾り作業に参加

お
大 仙 市

らほのまちの

〝あ
あの場所

っこ〟〝こ
こ ん な こ と

んたごど〟

　
 まち

の魅力、
再発見！！
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広報
紙の感想を記入し、プレゼント係までお送りください。当選
者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
応募期限／４月30日（消印有効）

〒 014-8601  だいせん日和プレゼント係
FAX ／ 0187-63-1119
Mail ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※メールの場合、件名は「読者プレゼント」

だいせん日和

読者プレゼント

ら当たり前ではないことがたくさんあると確信し、大仙
市を隅々まで知り、魅力を発信したいと思っています。
　隊員になってまだ間もないですが、毎日大仙市を好
きになっています。毎日〝好き〟が増えていく大仙市。今
後は、私のドキドキ・ワクワクな地域おこし協力隊の活
動をお伝えします！

はじめまして！大仙市地域おこし協力隊員になり
ました、渡邉衣

え

里
り

といいます。福島県で生まれ育
ち、宮城県仙台市に約３年住んでいました。
　私はマーチングバンドのカラーガードが大好きで、
全国大会にも出場した経験があります。恩師が大曲中
学校吹奏楽部でカラーガードの振り付けをしていて、
その手伝いをきっかけに大仙市を知りました。
　その翌年の夏、「大曲の花火」を初めて見て大仙市全
体で花火を盛り上げていることを実感。また、田舎の風
景「田園」と、冬の雪景色にひかれて移住を考えました。
　大仙市には、たくさんの魅力があります。市民の皆さ
んにとっては当たり前のことでも、他県・他市から見た

【問い合わせ】
さわやか加工グループ
（道の駅かみおか隣り） 
☎ 0187-72-3993（FAX優先）

パリパリとした歯ごたえが特徴
キュウリのしょうゆ漬け
神岡さわやか加工グループ

神
岡
さ
わ
や
か
加
工
グ
ル
ー
プ
（
伊
藤

明
子
会
長
・
会
員
10
人
）
の
「
キ
ュ
ウ

リ
の
し
ょ
う
ゆ
漬
け
（
１
パ
ッ
ク
２
０
０
㌘
入

り
・
税
込
み
３
２
４
円
）」
を
５
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
地
場
産
の
農
産
物
を
加
工
し
、
伝
統
菓

子
で
あ
る
花
み
そ
や
お
や
き
な
ど
の
餅
菓

子
を
は
じ
め
、
塩
糀こ

う
じ

や
寒
糀
、
み
そ
、
漬

物
、
季
節
限
定
商
品
を
製
造
・
販
売
し
て

い
る
同
グ
ル
ー
プ
。
全
て
の
商
品
が
、
地

元
農
家
で
会
員
で
あ
る
お
母
さ
ん
た
ち
の

手
作
り
で
す
。「
キ
ュ
ウ
リ
の
し
ょ
う
ゆ
漬

け
」は
20
年
前
か
ら
変
わ
ら
ぬ
味
で
販
売
し

て
い
る
も
の
。〝
パ
リ
パ
リ
〞
と
し
た
歯
ご

た
え
の
あ
る
食
感
と
素
材
そ
の
も
の
の
良

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
逸
品
で
す
。

　
地
産
地
消
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
防
腐

剤
や
着
色
料
な
ど
の
添
加
物
は
一
切
使
用

し
て
い
な
い
安
全
・
安
心
な
同
グ
ル
ー
プ

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
。
道
の
駅
か
み
お

か
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さわやか加工グループの会
員が手間ひまかけて育てた
キュウリを使用した「キュウ
リのしょうゆ漬け」

今月の
〝あっこ〟
〝こんたごど〟

［写真1］協和土渕集落の冬季防災訓練に参加［写真2］花館のサケ
まつりでサケの稚魚を放流［写真3］「刈和野の大綱引き」に使用
される大綱の綱飾り作業に参加

お
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らほのまちの
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っこ〟〝こ
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煌
き ら

めきの感動を世界へ
開催直前！第16回国際花火シンポジウム［2017.4.24→4.29］

大
仙
市
の
魅
力
を
発
信
！

　
平
成
27
年
９
月
の
招
致
決
定
か

ら
約
１
年
半
。市
と
大
曲
商
工
会

議
所
な
ど
が
協
力
し
合
い
な
が
ら

開
催
準
備
を
進
め
て
き
た
「
第
16

回
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

大
曲
市
民
会
館
な
ど
を
会
場
に
４

月
24
日
か
ら
６
日
間
の
日
程
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
お
よ
そ
２

年
に
一
度
、
世
界
の
花
火
師
や
研

究
者
が
集
ま
り
技
術
研
究
の
成
果

な
ど
を
発
表
す
る
国
際
会
議
。花

火
の
機
材
の
商
談
会
な
ど
も
行
わ

れ
る
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合

わ
せ
て
開
催
す
る
「
大
曲
の
花
火

〜
春
の
章
〜
」で
は
、「
世
界
の
花

火 

日
本
の
花
火
」
を
テ
ー
マ
に
４

日
間
で
合
計
３
万
３
千
発
の
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
す
。国
内
外
か
ら

約
６
０
０
人
の
関
係
者
の
参
加
が

見
込
ま
れ
、ま
た
、花
火
目
当
て
の

多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。市
で
は
日
本
の
花
火

業
者
の
高
度
な
製
造
技
術
や
優
れ

た
芸
術
性
は
も
ち
ろ
ん
、
大
仙
市

の
地
域
文
化・食・自
然
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る

ま
た
と
な
い
好
機
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
こ
で
は
、本
番
が
目
前
に
控

え
る
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

関
す
る
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

［問い合わせ］ 第16回国際花火シンポジウム実行委員会事務局  ☎0187-73-5781
http://www.oomagari-hanabi.com/isfireworks_spring2017/index.html

大仙市雄物川河畔
大曲花火大橋下流河川敷（全国花火競技大会「大曲の花火」開催会場）
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い
よ
い
よ
国
際
花
火
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
間
近
に
迫
り
ま

し
た
。こ
う
し
た
国
際
会
議
を
大

仙
市
で
開
催
す
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
招
致

は「
花
火
」を
核
と
し
た
新
し
い
地

域
産
業
の
育
成
を
図
る
「
大
仙
市

花
火
産
業
構
想
」の
一
環
で
す
。

　
大
仙
市
に
は
世
界
に
通
用
す
る

素
晴
ら
し
い
花
火
が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
の
花
火

を
世
界
に
広
く
発
信
し
て
世
界
の

方
々
に
そ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。そ
し

て
、
将
来
的
に
は
花
火
を
切
り
口

に
、
大
仙
市
が
年
間
を
通
じ
て
観

光
客
を
受
け
入
れ
で
き
る
「
通
年

観
光
」の
環
境
を
整
え
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
客
の
取
り
込

み
）
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
催
し
と
し
て

行
わ
れ
る
学
術
論
文
発
表
会
や
商

談
会
（
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
）、
花
火
の

打
ち
上
げ
な
ど
の
準
備
は
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、同
時
開
催

す
る「
大
曲
の
花
火
〜
春
の
章
〜
」

の
前
売
り
観
覧
席
の
販
売
も
目
標

数
に
到
達
し
そ
う
で
す
。昼
花
火

な
ど
の
関
係
者
向
け
の
も
の
を
含

め
る
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
期
間
中

６
日
間
に
わ
た
っ
て
連
日
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
す
。花
火
を
連
日
打

ち
上
げ
る
に
は
、
交
通
規
制
や
大

量
に
集
積
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
処
理
、

天
候
へ
の
対
応
な
ど
運
営
上
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
支

え
る
ス
タ
ッ
フ
の
手
配
が
特
に
大

変
で
す
が
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

は
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ

っ
て
成
し
え
る
も
の
で
す
。そ
う

し
た
方
々
が
本
気
モ
ー
ド
で
自
主

的
・
自
発
的
な
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
様
子
を
本
当
に
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
期
間
中
は
た
く

さ
ん
の
外
国
人
客
が
大
仙
市
に
滞

在
し
ま
す
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
通

年
観
光
の
実
現
が
地
域
に
も
た
ら

す
恩
恵
を
直
に
感
じ
ら
れ
る
機
会

に
な
る
で
し
ょ
う
。シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
大
仙
市
を
世
界
の
舞
台
に
デ

ビ
ュ
ー
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に「
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
で
も
こ
ん
な
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
ん
だ
」
と
大

き
な
自
信
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
行
政
と
民
間
が
一
緒
に
な
っ

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
で
き
る

よ
う
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
夢
物
語
の
よ
う
な
企
画
を
現

実
に
す
る
こ
と
は
、「
大
曲
の
花

火
」を
、そ
し
て
大
仙
市
を
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
る
貴
重
な
経
験

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 16回国際花火シンポジウム実行委員会委員長

［大曲商工会議所 会頭］佐々木繁治さん

- 地域が誇る「花火」を通年観光の切り口に -

- 市民の皆さんの郷土への愛着を高めたい -

interview
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▶
v
o
ic

e
…

「
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
①

最上谷 友宏 さん
株式会社花火創造企業

シンポジウム招致はゴー
ルではなくスタート。大仙
市が「花火のまち」として
世界に広く知られるきっ
かけにしたいですね。

小松 聖弥 さん
（一社）大仙市観光物産協会

世界規模のイベントが間
近で開催されることで、
市民一人一人が花火に、
そしてこのまちに誇りを
感じ、より大仙市を好き
になってもらえれば。

髙橋 由美子 さん
ボランティア研修参加者

国内外からのお客さんに
大仙市の良いところを五
感で感じてもらえるよう
に笑顔と気持ちでおもて
なししたいと思います。
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※期間中、市の循環バスは通常通り運行します。



　大曲支援学校（中野洋一校長）か
ら第 16回国際花火シンポジウム
事務局にウエルカムカードが贈ら
れ、贈呈式が３月14日大曲商工会
議所で行われました。シンポジウ
ムの盛り上げに役立ちたいと同校
小学部 30人が授業時間を活用し
て製作。赤やオレンジ、紺などの
カラフルな和紙の台紙に花火の絵
と折り鶴をあしらい「Welcome to 
Omagari "FireworksTown"」（ようこそ

"花火のまち "大曲へ）のメッセージ
を添えたカードは、世界各国から
訪れる参加者に渡されます。また、
視覚伝達工房サイン・プロ（竹村
哲男代表）から市に、シンポジウム
開催を記念して製作した花火の写
真を印刷したアクリル製の盾と秋
田杉のコースターが贈られました。
盾とコースターには、シンポジウム
名と開催回数が記載され、記念品
となるお土産として販売されます。

1カードを披露する大曲支援学校の子どもたち 2久米副市長に盾を渡す竹村さん（写真左）

ウエルカムカード、記念盾とコースター寄贈
シンポジウムのおもてなし・盛り上げに一役

　神岡地域の東北醤油株式会社（佐
竹宏明代表取締役社長）と東北電力
グループの東北送配電サービス株
式会社秋田支社（我孫子健支社長、
写真1左）が、国際花火シンポジウ
ムと合わせて開かれる「大曲の花
火～春の章～」のＰＲに一役買お
うと、電柱広告を設置しました。
　東北醤油と電柱広告事業を行
なっている東北送配電サービス
が、にぎわいの創出と地域貢献の
取り組みとして行なったもの。両

社によるこのような取り組みの実
施は初めてです。
　広告は JR大曲駅周辺や花火通
り商店街、大曲市民会館周辺の電
柱 18本に２枚ずつ設置。大きさ
は縦 150㌢、横 33㌢で、「春の章」
のテーマである「世界の花火 日本
の花火」の文字が大きく記されて
いるほか、国際花火シンポジウム
実行委員会公式ホームページにア
クセスできる２次元バーコードも
表示しています。

国際花火シンポジウム電柱広告を設置
電柱広告で「春の章」をＰＲ

1大曲商工会議所で行なわれたお披露目 2花火通り商店街に設置された電柱広告
1 2
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　最大の見どころは「大
曲の花火～春の章～世界
の花火　日本の花火」で
す。オペラのように音楽と
のマッチングに重きを置
き、いかに音楽に合った
花火を打ちあげるかを追
求する海外の花火。それ
に対し、究極の多重芯の
ような「余韻」と「間」を重
視した一発に美学を見い
だす日本の花火。どちら
が優れているかというこ
とではなく、美意識の差
や価値観の違いを学び、
互いの文化を認め合う場
が今回の「世界の花火　
日本の花火」だと考えま
す。今回のシンポジウム
で上がった花火は永久的
に語り継がれる遺産にな
ります。みなさんには、ぜ
ひ４日間の全ての花火を
見ていただき完全に楽し
んでほしいです。このよう
な素晴らしい花火が連日
打ち上がる国際的なイベ
ントを、世界一の花火の
まちを標榜する大仙市と
して発信できることにシ
ンポジウム開催の意義が
あります。シンポジウムの
開催はゴールではありま
せん。ここから「花火のま
ち大仙市」、そして世界の
花火関係者が目指してや
ってくる「花火の聖地・大
仙市」が始まります。

▶
v
o
ic

e
…

「
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
②

花
火
研
究
家
　
小
西  

亨
一
郎
さ
ん（
大
曲
）



播摩幸子さん
（大曲）

佐藤裕康さん
（南外）

新任の行政相談委員

8

【問い合わせ】
 総務課 ☎ 0187-63-1111 内線 208
 各支所市民サービス課

【問い合わせ】
 建築住宅課 ☎ 0187-66-4909（大曲南庁舎内）
 各支所農林建設課

行政に対する苦情や意見を相談ください
あなたの地域の行政相談委員

最大30万円を補助します
平成29年度
住宅リフォーム支援事業

環
境
対
策
等
、克
雪
、耐
震
化

の
い
ず
れ
か
の
目
的
で
行

う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。過
去
に
補
助

を
受
け
た
方
で
も
上
限
額
に
達
し

て
い
な
い
場
合
は
、
上
限
額
ま
で

申
請
で
き
ま
す（
た
だ
し
、
同
一
種
別

の
申
請
は
年
度
内
に
一
度
限
り
）。

◆
対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
、
ま
た
は
大
仙
市
に
移
住

を
予
定
し
て
い
て
、
家
族
全
員

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◆
対
象
住
宅
／
対
象
者
が
居
住
し

て
い
る
、
ま
た
は
居
住
を
予
定

し
て
い
る
市
内
の
住
宅

※
次
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

 

住
宅
の
新
築
・
増
築
部
分
、非
住
居
部

分
（
併
用
住
宅
の
店
舗
や
事
務
所
な

ど
）、賃
貸
借
住
宅（
専
有
部
分
以
外
）、

車
庫
、物
置
、農
作
業
小
屋
な
ど

◆
対
象
工
事
／
次
の
①
、
②
を
満

た
し
、
か
つ
工
事
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
市
内
に
法
人
登
録
し
て
い
る
法

人
、
ま
た
は
市
内
に
住
所
が
あ

る
個
人
が
請
け
負
う
工
事

②
申
請
時
、
工
事
に
着
手
し
て
い

な
い
こ
と

【
工
事
要
件
】

○
環
境
対
策
等
／
全
体
の
工
事
費

が
20
万
円
以
上
で
、
環
境
対
策

（
排
水
接
続
工
事
）、省
エ
ネ
対
策
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
い
ず
れ
か

の
工
事
が
全
体
工
事
費
の
２
分

の
１
以
上
を
占
め
る
こ
と

○
克
雪
対
策
／
対
象
工
事
費
が

５
万
円
以
上
で
、
屋
根
の
落
雪

防
止
器
具
や
融
雪
工
事
、
敷
地

へ
の
消
雪
施
設
工
事
な
ど

※
取
り
外
し
で
き
る
も
の
（
消
雪
ホ
ー

ス
な
ど
）は
対
象
外

○
耐
震
化
／
対
象
工
事
費
が
５
万

円
以
上
で
、
平
成
12
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
を
地
震
に
強
い
住
宅
に
改
修

す
る
も
の（
部
分
改
修
、
ま
た
は
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
導
入
も
可
）

※
大
仙
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
補
助

金
と
の
併
用
可

◆
補
助
金
の
額
／

○
環
境
対
策
等
／
全
体
工
事
費

（
税
抜
）
の
10
％
（
１
円
未
満
切
り

捨
て
）で
、上
限
は
20
万
円

※
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い

て
、
か
つ
同
居
し
て
い
る
親
子
世
帯

が
行
う
工
事
の
場
合
は
、
全
体
工
事

費（
税
抜
）の
15
％
で
、上
限
30
万
円

○
克
雪
、
耐
震
化
／
対
象
工
事
費

（
税
抜
）
の
15
％
（
１
円
未
満
切
り

捨
て
）で
、上
限
は
30
万
円

※
予
算
額
に
到
達
次
第
、
受
け
付
け
を

終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と

の
併
用
可

地域 行政相談委員 相談日 会場

大曲 中嶋喜代博さん 毎月第３月曜日 午前 10 時～正午 大曲交流センター播摩幸子さん

神岡 武藤アサ子さん 毎月第３水曜日 午前 10 時～正午
※６・12月は６日の午前 10時～午後３時 神岡福祉センター

西仙北 進藤  敏さん 毎月第３月曜日 午前 10 時～正午

西仙北中央公民館
（４・６・８・10・12・２月）

土川地区公民館（５・11月）
大沢郷地区公民館（７・１月）
強首地区公民館（９・３月）

中仙 冨岡曉雄さん
毎月第３水曜日（通常）
午後１時 30分～３時 30分
※６・８・12月は日程が変わります。

中仙農村環境改善センター

協和 関  雅幸さん
毎月第３月曜日 午前９時～正午 淀川・船岡分館、水沢世代交

流福祉館、峰吉川分館を巡回
毎月第３月曜日 午後１時～４時 協和市民センター（和ピア）

南外 佐藤裕康さん 毎月第３月曜日 午前 10 時～正午 南外コミュニティセンター

仙北 池田佐喜男さん 毎月第３水曜日
午後１時 30分～４時 仙北庁舎相談室

太田 小松龍昇さん 毎月第３月曜日 午前 10 時～正午 太田庁舎市民相談室

行
政
相
談
委
員
は
、行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見・要
望
を

受
け
付
け
解
決
を
図
り
、
制
度
や

行
政
運
営
の
改
善
を
図
る
「
行
政

と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
新
た
に
行
政

相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

※日程が変わる場合がありますので、だいせん日和の行事予定をご確認ください。



Event WantedInformationHealthSafetyClass

▲▲ ▲

DAISEN City Public Relations 2017.49

仙
北
地
域
の
下
水
道
使
用
料
改
定

６
月
請
求
分
か
ら
下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

「
大
曲
の
花
火
」

私
設
駐
車
場
を
募
集

　
「
第
91
回
全
国
花
火
競
技
大

会
」の
開
催（
８
月
26
日
）に
あ
た

り
、
私
設
駐
車
場
を
募
集
し
ま

す
。次
の
要
件
を
満
た
す
駐
車

場
を
開
設
予
定
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、駐
車
場
情
報
は
、駐
車

場
マ
ッ
プ
や
一
覧
表
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
す
る

ほ
か
、
主
要
な
道
の
駅
な
ど
で

配
布
し
ま
す
。

◆
要
件
／
観
覧
会
場
か
ら
お
お

む
ね
２
㌔
以
内
で
、
連
絡
先

や
管
理
責
任
者
を
明
示
で
き

る
こ
と

◆
駐
車
場
の
種
類
／

○
一
般
車
20
台
以
上
駐
車
で
き

る
駐
車
場

○
大
型
バ
ス
５
台
以
上
駐
車
で

き
る
駐
車
場

○
テ
ン
ト
設
営
で
き
、
５
台
以

上
駐
車
で
き
る
駐
車
場

◆
応
募
期
限
／
４
月
14
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・連
絡
先
】

 

観
光
交
流
課 

内
線
２
４
９

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

平
安
時
代
の
ロ
マ
ン
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

国
宝「
線
刻
千
手
観
音
等

鏡
像
」を
学
ぼ
う

　
県
内
唯
一
の
国
宝
「
線
刻
千

手
観
音
等
鏡
像
」
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。神
社
の
方
が
講
師

と
な
り
、
国
宝
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
中
仙
の
水
神
社
で
、
複
製

（
レ
プ
リ
カ
）
を
使
っ
て
詳
し
く

解
説
し
ま
す
。愛
好
会
や
サ
ー

ク
ル
の
研
修
会
、
学
校
の
社
会

科
見
学
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

方
々
で
も
結
構
で
す
。お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
見
学
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

水
神
社
総
代
長

 

草
彅
宏
隆
さ
ん

 

☎
０
１
８
７（
57
）２
９
３
６

大曲庁舎の市民課、
税務課、債権管理課、
上水道課、子ども支
援課の窓口業務時間
を午後７時まで延長
します。
詳細は、だいせん日
和３月号をご覧いた
だくか、市民課に問
い合わせください。

４月７日（金）まで
大曲庁舎の

窓口業務時間延長

　
市
の
下
水
道
使
用
料
は
地

域
ご
と
に
使
用
料
体
系
が
異

な
っ
て
い
た
た
め
、
段
階
的
に

料
金
を
改
定
す
る
こ
と
に
し
、

平
成
20
年
４
月
に
１
回
目
、
23

年
11
月
に
２
回
目
、
26
年
６
月

に
３
回
目
の
料
金
改
定
を
行

い
ま
し
た
。

　
４
回
目
の
改
定
を
６
月
に
仙

北
地
域
で
行
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
全
地
域
の
料
金
が
統
一
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
仙
北
地
域
以
外
の
使

用
料
は
、
今
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

【
従
量
制
使
用
料
】

①
基
本
使
用
料
／
１
５
１
０
円

 

（
現
在
と
同
額
）

②
１
㎥
あ
た
り
の
使
用
料
／

○
11
〜
30
㎥

 

現
在
／
１
４
４
円

 

29
年
６
月
〜
／
１
６
５
円 

○
31
〜
50
㎥

 

現
在
／
１
５
４
円

 

29
年
６
月
〜
／
１
７
４
円

○
51
〜
１
０
０
㎥

 

現
在
／
１
７
４
円

 

29
年
６
月
〜
／
２
０
６
円

○
１
０
１
㎥

 

現
在
／
２
０
６
円

 

29
年
６
月
〜
／
２
３
７
円

※
従
量
制
使
用
料
は
、
メ
ー
タ
ー
の

使
用
水
量
を
も
と
に
①
と
②
の
合

算
で
算
定
し
ま
す
。

【
定
額
制
使
用
料
】

①
基
本
使
用
料
／
１
５
１
０
円

 

（
現
在
と
同
額
）

②
世
帯
人
数
２
人
以
上
か
ら
１

人
あ
た
り
の
使
用
料
／

 

現
在
／
４
８
３
円

 

29
年
６
月
〜
／
５
３
５
円

※
定
額
制
使
用
料
は
、①
と
、②
に
世

帯
人
数
を
乗
じ
た
数
の
合
算
で
算

定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

下
水
道
課 

内
線
２
９
３

 

仙
北
支
所
農
林
建
設
課

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
、
認
知

症
の
方
ご
本
人
や
認
知
症
の
方

を
介
護
す
る
家
族
同
士
が
日
ご

ろ
の
悩
み
や
不
安
な
ど
を
語
り

合
い
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
な

が
ら
、共
に
励
ま
し
合
っ
た
り
、

支
え
合
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

家
族
の
物
忘
れ
が
気
に
な
る

方
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
悩
ん
で
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
。気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
12
日（
水
）

 
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場
／
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン

パ
ル
）

◆
内
容
／
ミ
ニ
勉
強
会
（
認
知

症・介
護
に
つ
い
て
）、情
報
交
換

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

中
央 

内
線
１
６
９

 

同 

東
部

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

 

同 

西
部

 

☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

水神社に収蔵されてい
る県内唯一の国宝「線
刻千手観音等鏡像」



犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
受
け
取
り

動
物
病
院
で

手
続
き
で
き
ま
す

10

４
月
２
日
は「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま

で
は「
発
達
障
害
者
啓
発

週
間
」

　
国
連
、
そ
し
て
国
で
は
自
閉

症
と
発
達
障
害
を
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
は
、
脳
機
能
の
発
達
に

関
係
す
る
障
が
い
で
、
他
人
と

の
関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
苦
手
で
す

が
、
優
れ
た
能
力
が
発
揮
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
害
の
あ
る
方
が
個
々

の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の
中

で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
の
「
気
づ

き
」と「
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
」、そ

し
て
私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解

が
必
要
で
す
。そ
の
人
ら
し
さ

を
認
め
合
い
な
が
ら
共
に
生
き

る
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
１

農
業・林
業
後
継
者
育
成

修
学
資
金
制
度

　
申
請
書
と
募
集
要
項
は
農
業

振
興
課
と
各
支
所
農
林
建
設
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。制
度
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
農
業
を

営
む
世
帯
の
方
、
ま
た
は
市

内
在
住
の
方
（
林
業
の
場
合
）

で
、短
大
、大
学
、大
学
院
、農

業
（
林
業
）
大
学
校
な
ど
で
農

学
を
専
攻
し
、
卒
業
後
す
ぐ

に
農
林
業
に
就
業
す
る
こ
と

が
確
実
な
方

※
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

る
方
は
対
象
外

◆
貸
付
額
／
月
額
４
万
円

◆
返
還
免
除
対
象
／
大
学
な
ど

を
卒
業
後
す
ぐ
に
農
業
・
林

業
に
従
事
し
、７
年
間
農
業
・

林
業
を
専
業
と
し
た
方

◆
申
し
込
み
期
間
／
４
月
３
日

（
月
）か
ら
28
日（
金
）ま
で

 

（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

農
業
振
興
課 

内
線
２
４
７

 

各
支
所
農
林
建
設
課

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

◆
動
物
病
院
一
覧
／

○
日
の
出
動
物
病
院

 

☎
０
１
８
７（
62
）９
９
２
１

○
く
さ
な
ぎ・動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
要
予
約

 

☎
０
９
０（
５
２
３
５
）２
４
３
２

○
熊
谷
動
物
診
療
所 

※
要
予
約

 

☎
０
１
８
７（
63
）７
０
７
１

○
コ
ス
モ
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

☎
０
１
８
７（
62
）５
６
４
１

○
大
曲
動
物
病
院

 

☎
０
１
８
７（
62
）２
５
２
２

○
か
ざ
わ
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
２
３
３

○
た
か
は
し
獣
医
療
サ
ー
ビ
ス

※
要
予
約

 

☎
０
９
０（
７
３
２
２
）６
９
３
４

○
角
館
動
物
病
院

 

☎
０
１
８
７（
55
）１
１
１
５

○
佐
藤
犬
科
病
院

 

☎
０
１
８
７（
54
）２
２
４
３

○
み
ず
ひ
ら
動
物
病
院

 
☎
０
１
８
７（
42
）８
１
９
０

◆
持
参
す
る
も
の
／

○
犬
の
登
録

 

登
録
手
数
料
／
３
千
円

※
登
録
を
証
明
す
る
犬
の
鑑
札
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
犬
の
生
涯
に
１
回
、
登
録
が
必
要

で
す
。

※
病
院
で
鑑
札
の
再
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。再
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

市
の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
注
射
済
票
の
交
付

 

犬
の
鑑
札
ま
た
は
巡
回
注
射

案
内
は
が
き

※
は
が
き
は
、
春
と
秋
の
巡
回
注
射

前
に
市
か
ら
犬
の
所
有
者
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

 

注
射
済
票
交
付
手
数
料
／

５
５
０
円

※
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
た
日
以

外
に
交
付
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
病
院
発
行
の
注
射
済
証
明
書

を
持
参
し
、
市
の
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
２
９

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

大曲庁舎の市民課、
税務課、債権管理課、
上水道課、子ども支
援課の窓口業務時間
を午後７時まで延長
します。
詳細は、だいせん日
和３月号をご覧いた
だくか、市民課に問
い合わせください。

４月７日（金）まで
大曲庁舎の

窓口業務時間延長

大
仙
市
子
育
て
世
帯

応
援
融
資
利
子
補
給
制
度

利
子
補
給
率
引
き
上
げ

　
４
月
か
ら
、
利
子
補
給
率
が

２・０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

出
産
準
備
や
入
園
準
備
な
ど
に

も
利
用
で
き
ま
す
。利
用
の
際

は
、
子
ど
も
支
援
課
、
ま
た
は
連

携
金
融
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
制
度
の
詳
細
は
、だ
い
せ
ん
日

和
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
適
用
金
利
／
年
２・５
％

◆
利
子
補
給
率
／
年
２・０
％

◆
利
子
補
給
期
間
／36

カ
月
以
内

※
毎
年
12
月
末
現
在
の
未
返
済
元
金

（
限
度
額
１
０
０
万
円
）に
対
し
て

２・０
％
の
額
を
給
付

◆
連
携
金
融
機
関
／

 

秋
田
銀
行
、北
都
銀
行
、羽
後

信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば
こ
農

業
協
同
組
合

※
連
携
金
融
機
関
で
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

子
ど
も
支
援
課 

内
線
１
５
０



EventHealthSafetyClass
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４月から利用申請窓口が
変わりました
桂公園テニスコート
　４月から、桂公園テニスコー
トの利用申請窓口が、大曲体育
館から都市管理課（大曲南庁舎２
階）に変わりました。
◆申請窓口／都市管理課
◆申請受け付け時間／
 午前９時～午後５時（土・日、祝
日を除く）
◆申請方法／都市管理課に用意
している申請書に必要事項を
記入し提出

【問い合わせ・申請】
 都市管理課（大曲南庁舎２階）
 ☎0187-66-4908

　
市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
、「
大
仙

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。委
員
の
改

選
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
方
（
公
務
員
な
ど
を

除
く
）

◆
募
集
人
員
／
３
人
程
度

◆
任
期
／
２
年

◆
応
募
方
法
／
任
意
様
式
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話

番
号
、応
募
の
動
機
、社
会
活

動
の
状
況
な
ど
を
記
入
し
、

直
接
提
出
す
る
か
郵
送
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限
／
４
月
14
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、必
着

◆
選
考
方
法
／
書
類
選
考

◆
委
員
の
役
割
／
審
議
会
に
出

席
し
、意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・応
募
】

 

〒
０
１
４
―
０
０
２
７

 

大
曲
通
町
８
―
36

 

男
女
共
同
参
画
推
進
室

 
☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

「
大
仙
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
」の
委
員
を
募
集

　

次
の
要
件
を
満
た
す
乳
幼

児
・
要
介
護
者
が
い
る
世
帯
に
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
30
枚
を
同

一
年
度
内
に
１
回
無
料
で
交
付

し
ま
す
。

【
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
】

 

対
象
／
平
成
28
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が

い
る
世
帯

※
無
料
交
付
は
、
出
生
時
と
出
生
翌

年
度
の
２
回
で
す
。

※
初
回
分
は
、
出
生
届
を
提
出
し
た

際
に
交
付
し
ま
す
。（
申
請
不
要
）

 

持
参
す
る
も
の
／

 

母
子
健
康
手
帳

【
要
介
護
者
が
い
る
世
帯
】

 

対
象
／
要
介
護
４・
５
と
認

定
さ
れ
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
て
、
紙
お
む

つ
を
使
用
し
て
い
る
方
が
い

る
世
帯

 
持
参
す
る
も
の
／
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
紙
お
む
つ
使

用
確
認
書

※
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
署
名
が
必
要

【
問
い
合
わ
せ・申
請
】

 

環
境
交
通
安
全
課
 

内
線
２
１
８・２
３
７
 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

乳
幼
児
や
要
介
護
の
方
が
い
る
世
帯
に

ご
み
袋
30
枚
を
無
料
交
付

　
４
月
の「
あ
き
た
ク
リ
ー
ン
強

調
月
間
」に
合
わ
せ
、
全
市
一
斉

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。み
ん
な
で
協
力
し
て
身
近
な

地
域
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
回
収
し
た
ご
み
の
置
き
場
所
は
、

各
自
治
会
長
・
衛
生
団
体
管
理
者

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／

 

４
月
16
日（
日
）午
前
中

※
積
雪
状
況
な
ど
に
よ
り
、
各
地
域

で
実
施
日
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。事
前
に
各
自
治
会
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
分
別
区
分
／
燃
や
せ
る
ご

み
、燃
や
せ
な
い
ご
み

※
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
回
収
し
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み
に
、

汚
れ
て
い
る
び
ん・缶
類
は
燃
や
せ

な
い
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 
環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
２
９

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

４
月
16
日
は

全
市
一
斉

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー

出場者募集
第
29
回
秋
田
お
ば
こ
節

全
国
大
会

◆
部
門・出
場
資
格
／

 

【
大
賞
の
部
】

 

プ
ロ・ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

 

【
熟
年
の
部
】

 

満
75
歳
以
上
の
方

 

【
年
少
の
部
】中
学
生
以
下

※
過
去
に
優
勝
ま
た
は
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
方
は
同
じ
部
門
に
出
場

で
き
ま
せ
ん
。

◆
日
時
／
６
月
４
日（
日
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
会
場
／

 

大
曲
市
民
会
館・大
ホ
ー
ル

◆
定
員
／

 

【
大
賞
の
部
】１
０
０
人

 

【
熟
年
の
部
】50
人

 

【
年
少
の
部
】制
限
な
し

◆
参
加
費
／

 

【
大
賞・熟
年
の
部
】２
千
円

 

【
年
少
の
部
】１
千
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
19
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

秋
田
お
ば
こ
節
全
国
大
会

 

実
行
委
員
会
事
務
局

 

（
大
曲
市
民
会
館
内
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

 

（
月
曜
休
館
） 

みんなでまちを
きれいにしよう



　
市
で
は
、
雇
用
機
会
拡
大
や
商
工

業
の
振
興
の
た
め
、
各
種
助
成
制
度

を
設
け
市
内
の
商
工
業
を
応
援
し
て

い
ま
す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

創
業・就
職
を
応
援
！

【
創
業
支
援
事
業
】

　
市
内
の
新
規
創
業
者
に
対
し
て
、

事
業
所
の
建
設
費
や
改
装
費
、
広
告

宣
伝
費
、雇
用
に
係
る
経
費
の
２
分
の

１
を
助
成
し
ま
す
。（
基
本
上
限
30
万
円
）

◆  対
象
／
次
の
①
〜
⑥
を
満
た
す
方

①
市
民
、
ま
た
は
代
表
者
が
市
民

で
市
内
に
所
在
す
る
法
人
②
市
内

に
事
業
所
が
あ
る
方
（
臨
時
・
仮
設

店
舗
を
除
く
）
③
空
き
店
舗
、
ま
た

は
空
き
地
を
賃
借
す
る
場
合
は
、

２
年
以
上
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

す
る
方
④
事
前
に
商
工
団
体
の
実

施
す
る
創
業
塾
や
経
営
指
導
等
を

受
講
し
適
切
な
事
業
計
画
を
有
し

て
い
る
方
⑤
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
・

チ
ェ
ー
ン
に
加
盟
し
て
い
な
い
業

種
を
営
む
方
⑥
市
税
等
を
完
納
し

て
い
る
方

※ 

そ
の
他
、市
民
を
雇
用
し
て
い
る
、県
外
か

ら
移
住
し
て
創
業
す
る
な
ど
指
定
す
る
条

件
を
満
た
す
場
合
に
は
上
限
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
Ａ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業
】

　
市
内
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者
が
就
職
活
動

を
行
っ
た
場
合
に
旅
費
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

◆
対
象
／

　

 交
通
費
／
要
し
た
費
用
の
２
分
の

１（
上
限
２
万
円
）

※ 

対
象
交
通
機
関
は
電
車
・
飛
行
機
・
バ

ス・船
舶

　

 宿
泊
費
／
１
日
あ
た
り
５
０
０
０

円（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
最
大
５
日
間
、

Ａ
タ
ー
ン
就
職
活
動
最
大
１
日
間
）

【
若
者
求
職
者
資
格
取
得
補
助
金
】

　
45
歳
未
満
の
市
民
の
求
職
者
や
非

正
規
雇
用
労
働
者
が
指
定
し
た
資
格

を
取
得
し
た
場
合
に
そ
の
費
用
の
一

企
業
を
応
援
！

【
大
仙
市
工
場
等
用
地
取
得
助
成
金
】

　
工
場
等
用
地
と
し
て
市
内
の
土
地

を
取
得
、
ま
た
は
賃
借
し
要
件
を
満

た
し
た
事
業
所
に
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

【
大
仙
市
工
業
等
振
興
条
例
】

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
ま
た
は

増
設
す
る
操
業
者
が
必
要
な
要
件
を

満
た
し
た
場
合
、
新
規
取
得
し
た
資

産
の
固
定
資
産
税
を
５
年
間
免
除
し

ま
す
。

◆ 該
当
条
件
／

設
備
投
資
額
が
２
５
０
０
万
円
超

　

 新
設
の
場
合
／

正
規
雇
用
者
が
10
人
以
上

　

 増
設
の
場
合
／

正
規
雇
用
者
が
３
人
以
上

※
研
究
施
設
は
雇
用
者
制
限
な
し

【
大
仙
市
空
き
工
場
等
再
利
用
助
成
金
】

　
市
内
に
あ
る
空
き
工
場
、店
舗
、事

務
所
等
を
取
得
し
た
操
業
者
が
必
要

な
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
助
成
し

ま
す
。

◆ 該
当
条
件
／
延
べ
床
面
積
が

３
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、

取
得
及
び
改
築
、
改
装
に
要
し
た

費
用
の
合
計
額
が
２
５
０
０
万
円

以
上

　
 新

設
の
場
合
／

正
規
雇
用
者
が
10
人
以
上

　

 増
設
の
場
合
／

正
規
雇
用
者
が
３
人
以
上

※
研
究
施
設
は
雇
用
者
制
限
な
し

◆ 助
成
額
／
固
定
資
産
税
相
当

額
に
３
を
乗
じ
た
額
（
上
限
額

１
０
０
０
万
円
）

【
大
仙
市
企
業
雪
対
策
支
援
事
業
】

　
要
件
を
満
た
し
た
操
業
者
に
対
し

て
除
雪
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

◆ 該
当
条
件
／

　

 

大
仙
市
工
業
等
振
興
条
例
ま
た
は

大
仙
市
空
き
工
場
等
再
利
用
助
成

金
に
該
当
し
た
操
業
者

◆ 助
成
内
容
／
除
雪
に
か
か
る
経
費

の
２
分
の
１
を
助
成

　

 新
規
誘
致
企
業
／

 

上
限
額
３
０
０
万
円（
３
年
間
）

　

 そ
の
他
企
業
／

 

上
限
額
１
０
０
万
円（
１
年
間
）

　
商
店
を
応
援
！

【
が
ん
ば
る
商
店
等
支
援
事
業
】

　
10
店
舗
以
上
の
商
店
で
構
成
さ
れ

る
商
店
街
団
体
、
ま
た
は
商
店
グ
ル
ー

プ
が
市
内
で
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
や
定
期

市
、商
品
券
発
行
事
業
な
ど
を
実
施
す

る
場
合
、経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
額
／

　

 商
品
販
売・商
品
券
発
行
に
係
る
事

務
的
経
費
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

係
る
経
費
／
補
助
対
象
経
費
合
計

金
額
の
２
分
の
１（
限
度
額
30
万
円
）

　

 商
品
券
発
行
に
伴
う
割
増
経
費
相

当
分
に
対
す
る
経
費
／
補
助
対
象

経
費
の
５
分
の
４（
限
度
額
80
万
円
）

※ 

Ａ
、Ｂ
合
わ
せ
た
限
度
額
は
80
万
円

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆ 助
成
額
／
資
格
取
得
に
要
し
た
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
10
万
円
、
年
１

人
１
回
）雇

用
を
応
援
！

【
人
材
獲
得
応
援
事
業
】

　
市
内
企
業
の
人
材
獲
得
や
社
員
教

育
、労
働
環
境
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

◆ 対
象
／
①
社
員
募
集
チ
ラ
シ
や
企

業
説
明
会
等
の
活
動
に
要
し
た
経

費
②
社
員
の
資
格
取
得
な
ど
に
要

し
た
経
費
③
職
場
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
託
児
室
の
設
置
な
ど
社
員

の
為
の
労
働
環
境
の
整
備
に
要
し

た
経
費

◆ 助
成
額
／
該
当
要
件
一
つ
に
つ

き
、
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１（
上

限
10
万
円
、年
最
大
30
万
円
）

【
雇
用
助
成
金
制
度
】

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
新
規
雇
用
が
対
象
で
す
。

◆ 被
雇
用
者
の
要
件
／

　

 

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
45
歳
未

満
の
方
で
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

　

 

①
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
に

な
っ
た
方
②
母
子
家
庭
の
母
③
障

が
い
の
あ
る
方
④
新
規
学
卒
者
⑤

Ａ
タ
ー
ン
者
（
県
外
か
ら
市
内
へ
の

移
住
者
）

◆ 助
成
金
／
１
年
間
の
雇
用
実
績
に

基
づ
き
１
人
あ
た
り
10
万
円
（
新

卒
者
15
万
円
、Ａ
タ
ー
ン
30
万
円
）

【
Ａ
】

【
Ｂ
】

雇
用
促
進・

商
工
業
振
興

助
成
制
度

新規

新規

新規

新規

【問い合わせ】
企業商工課

☎0187-63-1111
内線

雇用対策班257
企業対策班258
商工対策班276

市内の「働く」を
応援します！
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広報見聞録

　大曲地域四ツ屋地区在住のトクヨさんは、大
正６年３月20日生まれ。農業と食品店経営を
しながら家族を支えました。
　現在は家族３人暮らし。２年ほど前から１日
をベッドの上で過ごしていますが健康で、家族
やヘルパーさんと会話を楽しんでいます。時に
は冗談を言って笑わせたりするなど周囲を明
るくする存在です。

好物はグラタンなどの洋食
佐藤トクヨさん

寿
ことぶき

百
ひゃく

歳
さい 在宅で百歳を

迎えられた
皆さんをご紹介します

大曲の花火 冬の章 新作花火コレクション2017
若手花火作家が腕を競う

１カ月後に迫った「第16回
国際花火シンポジウム」開
催への気運をさらに高めた
ファイナル花火

大曲ふれあい会
-ロウソク2,000個-

　日本赤十字社秋田県支部か
ら災害救援車１台、発電機１台、
テント１張りを寄贈いただき
ました。
　地域における赤十字活動と
災害救護活動のさらなる充実
を目的に寄贈されたものです。
災害救援車は仙北地域、発電
機は協和地域、テントは中仙
地域に設置され災害などの非
常時に役立てられます。

日本赤十字社秋田県支部
-災害救援車１台など-

た
く
さ
ん
の
善
意
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
付・寄
贈

表彰功績をたたえて
おめでとうございます

　茂木雄大さん（仙北）が第40
回消防職員意見発表秋田県大
会で最優秀賞を受賞しました。
　茂木さんは大曲仙北広域市
町村圏組合消防本部東分署に
勤務する消防士。大会では、木
製の住宅模型を使った燃焼実
験の動画を避難訓練の参加者
に公開し、防災意識を高める
取り組みを発表しました。

茂木雄大さん
- 消防意見発表会最優秀賞 -

　「大曲の花火 冬の章 新作花火コレクション2017」が
３月18日、大曲ファミリースキー場で開かれました。
　全国の若手花火作家がその年の最新作を披露し、独
創性や表現力を競うイベントとして継続的に開催。26
回目の今年は24人の花火作家が参加しました。
　最優秀賞は、（有）伊那火工堀内煙火店（長野県）の氣
賀澤文平さん。和火と錦の中間のような新しい花火で
しだれる柳を表現しました。
　また競技の合間には、花火産業構想の一環として、
市と大曲の花火協同組合（小松忠信代表理事）、秋田県立

大学が研究を進める大仙
市産の炭を材料にした花
火の打ち上げなども打ち
上がり、訪れた約31,000
人の観客は冬の澄んだ夜
空に上がる花火を楽しみ
ました。

　NPO法人大曲ふれあい会
（深谷久和理事長）からロウソク
2,000個を寄贈いただきました。
　ロウソクは、同会が運営す
る障がい者施設の利用者が製
作。復興支援に取り組む福島
県相馬市の（一社）震災支援ネ
ット・相馬と岩手県陸前高田市
のNPO法人パクト（PACT）に、市
を通じて届けられ追悼式典な
どで活用されました。
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ふるさと南外の会
　会長／高橋肇治さん
※ 問い合わせは幹事長の菊地均さん
まで連絡ください。（☎兼FAX 042-
393-3692、携帯電話 090-4954-2206）

※ 今年の総会・懇親会は、12月２日（土）
午後１時からアルカディア市ヶ谷
（東京都）で開催予定です。

昨
年
12
月
３
日
、「『
ふ

る
さ
と
南
外
の
会
』

創
立
30
周
年
記
念
総
会
・

懇
親
会
」
が
南
外
在
住
者

を
含
め
約
１
３
０
人
の
参

加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。開
会
前
か
ら
地
元

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
加
工
部

会
に
よ
る
い
ぶ
り
が
っ
こ

や
焼
き
餅
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
の
前
に
は
人
だ
か
り
。

大
仙
市
に
な
っ
て
も
、
会

場
に
は『
な
ん
が
い
村
』の

の
ぼ
り
旗
が
所
狭
し
と
な

び
い
て
い
ま
す
。懇
親
会

で
は
参
加
者
が
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
で
交
流
を
楽
し
ん
だ

り
、
南
外
産
の
日
本
酒「
出

羽
鶴
」
を
飲
み
交
わ
し
た

り
し
て
、
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で「
お
め
だ
あ
、
マ
メ
だ

っ
た
が
あ
」と
、
方
言
と
笑

い
声
が
飛
び
交
い
、
参
加

者
は
一
年
振
り
の
再
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。故

郷
を
離
れ
40
年
以
上
が
過

ぎ
た
昔
を
思
い
出
し
、
懐

か
し
む
風
景
が
微
笑
ま
し

く
見
え
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
南
外
地
域

出
身
者
で
関
東
近
郊
に
在

住
す
る
皆
さ
ん
の
交
流
を

深
め
、
会
員
の
懇
親
を
目

的
と
し
て
、
年
一
回
の
総

会
・
懇
親
会
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。高
齢
化
に
よ

り
参
加
者
が
減
少
し
て
い

ま
す
。南
外
地
域
出
身
で

関
東
近
郊
に
お
住
ま
い
の

お
知
り
合
い
を
、
大
仙
市

在
住
の
同
窓
会
の
幹
事
さ

ん
や
ご
親
戚
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

第６回 ふるさと南外の会
（文・菊地均幹事長）

大
仙
市
に
引
っ
越
し
て
き
て
２

年
が
経
ち
、ま
ち
に
慣
れ
て
く

る
と
と
も
に
、
広
報
も
じ
っ
く
り
と

読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
曲  

30
代
女
性

だ
い
せ
ん
日
和
、毎
月
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
よ
。旬
の
表
紙
、

イ
ン
パ
ク
ト
あ
り
ま
す
ね
。担
当
者

コ
ラ
ム
ま
で
一
気
に
読
め
ま
し
た
。

大
仙
市
の
情
報
発
信
の
た
め
に
、
市

民
み
ん
な
を
観
光
大
使
に
任
命
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。広
報
か
ら

元
気
と
勇
気
と
希
望
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

 

一
市
民

大
腸
が
ん
検
診
研
究
事
業
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。毎
年

検
診
の
結
果
が「
異
常
な
し
」と
出
る

と
安
心
し
ま
す
。ス
パ
イ
ス
カ
リ
ー

ハ
ウ
スDIYO

の
カ
レ
ー
と
ナ
ン
が
お

い
し
い
と
聞
き
ま
す
。ぜ
ひ
行
っ
て

み
た
い
で
す
。　

  

大
曲  

50
代
女
性

建
設
業
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
い
ろ
ん
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。ま
ち
が
き
れ
い
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
の
は
、
建
設
業
の
皆

さ
ん
が
多
方
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
る
お
か
げ
な
の
で
す
ね
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
曲 

60
代
女
性

大
仙
花
火
カ
メ
ラ
。ず
っ
と
こ

う
い
う
の
が
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

 

だ
い
せ
ん
日
和
は
ど
の
ペ
ー
ジ
も

余
白
が
あ
り
、
読
ん
で
み
よ
う
と
思

わ
せ
て
く
れ
ま
す
。写
真
も
美
し
い

し
読
み
や
す
い
で
す
。来
月
号
も
楽

し
み
で
す
。　
　

 

大
曲　
50
代
男
性

広
報
は
、市
政
や
料
理
、新
し
い

店
舗
、市
民
の
声
な
ど
、幅
広

い
お
知
ら
せ
が
充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。　
　
　

  

大
曲  

60
代
女
性

い
つ
も
表
紙
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
が
、特
に
今
月
号
の
撮

り
方
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。市

内
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。  

西
仙
北 

50
代
女
性

お手紙お待ちしています！
「皆さんからのお手紙」は皆さんのコーナー。
市政への質問や意見など、遠慮のない声を聞
かせてください。
宛先はこちら
〒014-8601 だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記し、手紙・はがき、FAX
（0187-63-1119）またはメール（kouhou@city.
daisen.akita.jp）で送ってください。メールの場
合は件名を「お便り広場」にしてください。
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巧妙なウソや手口でお金をだまし取
る「悪質商法」。トラブルを未然に防

ぐには、あらかじめ予備

知識をもっておくことが大切です。
被害に遭わないための心構えや最新

の手口に関する情報、そ

して、自分や家族が万が一被害に遭
ってしまった場合の対処方法を学ぶ

機会として、「出前講座」

を活用してみませんか。

理解を深め 
悪質商法を撃退しよう!

【問い合わせ・申し込み】消費生活センター  ☎0187-63-1111 内線298  ℻ 0187-63-1137

「消費生活出前講座」活用のススメ

　悪質商法による金銭トラブルから
自分と家族を守

るためには、その対策を知っておく
といざというとき

役に立ちます。例えば、しつこい悪
質業者を撃退する

方法や、多重債務に陥らないための
知識などをあらか

じめ学び心構えができていれば、怪
しい電話がかかっ

てきたり不審な郵便物が届いたりし
ても適切な対応

ができるはずです。
　消費生活センターでは、市民の皆

さんでつくる各種

団体やサークルなどを対象に、日々
の生活に密着して

いる「消費者問題」をテーマに取り
上げた出前講座を

実施。平成28年度は24回開催し、2,606
人（平成29年２月

28日現在）が参加して消費者トラ
ブルに関する理解を

深めました。

出前講座で予備知識を増やそう

何人から申し込みできますか？
→ 少人数でも申し込みを受け付けしますので、相談し

てください。
いつ、どこでできますか。
→ 講座は申し込んだ団体が指定する日時・会場で実施

します。申し込んだ団体の希望に沿えるように調整

します。
※ 会場確保などの手続きや会場使用料の支払いは、申し込んだ

団体が行ってください。

講座はどれぐらいの時間がかかりますか
。

→ １回の講座は１時間をめどにしていますが、希望に

合わせて調整できます。
参加料金はかかりますか。
→無料です。お金は一切かかりません。

「出前講座」のよくある質問

広
報
だ
い
せ
ん
DaisenBiyori

お知らせ版だいせん日和
2017

3月
vol.287

これまで行った出前講座は、世相を
反映して

次のようなテーマで市役所職員によ
る講話が

行われました。
○ 高齢者・一人暮らしを見守ろう！　　　　

～被害に遭わない、遭わせない

○ ちょっと待って、その契約！　　　　　　

～クーリングオフ制度を活用しよう

○ ケータイとスマホ～本当は怖い!?インター

ネットやスマホのカシコイ使い方

出前講座のメニュー
悪質商法の手口や被害防止策を解説

注意喚起を目的に次のようなテーマ
で市役所

職員と消費生活推進員による寸劇も

実施しています。
○ マイナンバー詐欺や悪質訪問

    販売にご用心！…など

寸劇で悪質商法を理解しよう

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     り
おおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未

あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
2017

3月
vol.286

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     り
おおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未

あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
2017

3月
vol.286

思
い
、願
い
灯と

も

し
、空
へ
。

紙風船上げ（２月18日・太田の火まつり
）

皆さんからのお手紙
お便り広場
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no.32だいせんものづくり図鑑
　
西
仙
北
地
域
の
土
川
地
区
で
子
ど

も
服
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ア
ソ
ー
イ
ン
グ

秋
田（
大
瓦
剛
代
表
取
締
役
）で
す
。

　
ベ
ビ
ー
子
ど
も
服
メ
ー
カ
ー
の
株

式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ア（
本
社
・
兵
庫
県
、

岡
崎
忠
彦
代
表
取
締
役
）
の
協
力
工
場

と
し
て
１
９
６
６（
昭
和
41
）年
、旧
大

森
町（
現
在
の
横
手
市
）に
大
森
工
場
を

設
置
。そ
の
後
、現
在
の
社
名
で
子
会

社
化
さ
れ
、２
０
０
２（
平
成
14
）年
に

旧
西
仙
北
町
に
工
場
を
設
置
し
ま
し

た
。現
在
も
製
品
は
す
べ
て
フ
ァ
ミ

リ
ア
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
が
手
が
け
る
の
は
、
主
に
女

の
子
向
け
の
洋
服
。入
学
式
や
卒
業

式
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
門
出

に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
、外

出
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
お
出
か
け

着
な
ど
を
手
作
業
に
よ
る
熟
練
の
技

術
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。人
の
手
が

生
み
出
す
ぬ
く
も
り
と
高
級
感
あ
ふ

れ
る
製
品
は
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

「
ハ
レ
の
日
」
の
洋
服
と
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
会
社
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
子
ど
も

服
業
界
の
代
表
企
業
に
育
て
上
げ
た

創
業
者
の
一
人
、
板
野
惇
子
さ
ん（
故

人
）
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
」（
２
０
１
６
年
10
月

３
日
〜
２
０
１
７
年
４
月
１
日
放
送
）の
ヒ

ロ
イ
ン
モ
デ
ル
。会
社
の
成
り
立
ち
も

注
目
を
集
め
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ア
が

モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
る「
愛
情
品
質
」に

の
っ
と
り
、品
質
に
妥
協
し
な
い
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

No.08
地域で生き生きと活躍している女性を紹介する「だいせんの輝く
女性たち」。今回は「戸嶋真紀子建築設計室」の主宰で、一級建築士
の戸嶋真紀子さんに話を聞きました̶。
̶現在の仕事について教えてください。
戸嶋さん　事務所や店舗、住宅などの建築物の設計をしています。
「心地よさ」「非日常感」「ワクワク感」…建物に求められるもの
はその都度違いますが、機能やデザインだけでなく、空間が人を
どんな気持ちにさせるのかを考えることも建築士の大切な役割
だと思い、仕事をさせていただいています。
̶仕事をしている上で心掛けていることを教えてください。
戸嶋さん　例えば住宅設計の場合、自分の役割はお客さまと工務
店との橋渡し役と考えています。お客さまの望む暮らし方や要望
を建築に変換し、図面に表現したものを工務店に伝えたり、工務
店からの資料や専門用語を分かりやすい言葉に置き換えてお客
さまに伝えたりというように、お客さまに寄り添って一緒に考え
ることを心掛けています。どの案件も一つとして同じ条件はなく
て、いろんな課題をクリアしていかなければなりません。だから
こそ、最後に「よかった、ありがとう」と、お客さまから言ってもら
えるのが仕事をしていて一番の喜びです。今後は仕事の面白さを
次の世代へ繋いでいくことも役割だと考えています。

Sh

inin
g Wo

men in Daisen City

戸嶋真紀子建築設計室

戸嶋 真紀子さん（大曲）主宰

（株）ファミリアソーイング秋田 西仙北工場
　製造品目／子ども服製造
　従業員数／21人
@�今回の案内人は課長の加藤健志さんと検査
仕上班長の齋藤真紀さんです。

手仕事でつくる「愛情品質」

DAISEN City Public Relations 2017.415



Medical Chart  no.118

今
回
は
頭
痛
の
お
話
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。頭
痛
は
病
院
を
訪

れ
る
患
者
さ
ん
の
訴
え
の
中
で
最
も
多

い
も
の
の
一
つ
で
す
。頭
痛
は
大
ま
か

に
分
け
る
と
、
命
に
か
か
わ
る
危
険
な

頭
痛
と
、
命
に
は
か
か
わ
ら
な
い
頭
痛

（
危
険
で
な
い
頭
痛
）に
分
類
で
き
ま
す
。

危
険
な
頭
痛
と
し
て
は
、
く
も
膜

下
出
血
、脳
出
血
、脳
腫し

ゅ

瘍よ
う

が
代

表
的
で
す
。

　
く
も
膜
下
出
血
の
頭
痛
は
、
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
激
痛
が
突
然
襲

っ
て
き
ま
す
。通
常
は
嘔お

う

気き

、嘔お
う

吐と

を
伴

い
、特
に
後
頭
部
の
痛
み
を
訴
え
ま
す
。

死
亡
率
も
30
％
以
上
を
超
え
る
と
て
も

怖
い
病
気
で
す
。

　
脳
出
血
の
場
合
は
突
発
す
る
頭
痛
と

と
も
に
吐
き
気
や
手
足
の
麻
痺
、
言
葉

の
障
が
い
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

　
脳
腫
瘍
の
場
合
は
、
日
ご
と
あ
る
い

は
週
ご
と
に
徐
々
に
悪
く
な
る
こ
と
が

多
く
、朝
方
に
強
い
頭
痛（
早
朝
頭
痛
）が

有
名
で
す
。い
ず
れ
の
頭
痛
も
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
頭
痛
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
頭
痛
を
感
じ

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
専
門
医
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
危
険
で
は
な
い
頭
痛
と
し

て
は
、筋
緊
張
性
頭
痛
、片
頭
痛

が
代
表
的
で
す
。い
ず
れ
も
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
I
で
は
異
常
を
指
摘
で
き
ま
せ
ん
。

　
筋
緊
張
性
頭
痛
は
頭
痛
の
50
％
を
占

め
る
最
も
代
表
的
な
頭
痛
で
す
。症
状

は
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
頭
痛
で
、

典
型
例
で
は
午
後
か
ら
夕
方
に
か
け

て
痛
み
が
増
し
て
き
ま
す
。原
因
は
筋

肉
、
精
神
の
緊
張
に
よ
り
頚け

い

部ぶ

か
ら
後

頭
部
に
か
け
て
の
筋
肉
が
血
行
不
良
と

な
り
、痛
み
の
物
質
を
生
み
出
し
て
、頭

痛
、頭
重
感
と
な
り
ま
す
。神
経
質
・
完

璧
主
義
の
性
格
の
人
に
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
タ
イ
プ
で
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
が
重
要
で
、気
分
転
換
、

軽
い
運
動
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、入
浴
、適
量

の
飲
酒
な
ど
で
症
状
が
軽
快
し
ま
す
。

　
片
頭
痛
は
心
臓
の
脈
拍
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
起
こ
る「
ズ
キ
ン
、
ズ
キ
ン
」

と
い
う
頭
痛
で
す
。頭
痛
全
体
の
約
15

％
を
占
め
ま
す
。吐
き
気
を
伴
い
、寝
込

む
こ
と
も
あ
る
の
が
こ
の
タ
イ
プ
で

A Talk about “headache” 

症状によって危険度が異なります-

「頭痛」について

大曲仙北医師会

柳澤 俊晴  医師
大曲厚生医療センター 脳神経外科

大曲通町8-65
☎ 0187-63-2111

す
。ま
た
、
頭
痛
の
前
兆（
ま
ぶ
し
い
感
じ

な
ど
）
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。筋
緊

張
性
頭
痛
と
異
な
り
、
飲
酒
は
か
え
っ

て
頭
痛
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

夏
の
暑
い
日
に
か
き
氷
を
口
い
っ

ぱ
い
に
頬
張
る
と
、「
キ
ー
ン
」

と
頭
が
痛
く
な
り
ま
せ
ん
か
。こ
れ
は

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
頭
痛
と
い
っ
て
、
口

の
中
に
分
布
す
る
脳
神
経
の
一
種
（
三

叉
神
経
）が
刺
激
さ
れ
て
生
じ
る
頭
痛
で

す
。せ
っ
か
く
お
い
し
い
ア
イ
ス
を
食

べ
て
い
る
と
き
に
頭
痛
が
生
じ
る
と
残

念
で
す
よ
ね
。こ
ん
な
と
き
は
、冷
た
い

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
お
で
こ
に
当
て
て
冷

や
す
と
良
く
な
る
そ
う
で
す
よ
。皆
さ

ん
、
覚
え
て
い
た
ら
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

【お知らせ】「健康の達人」は次回（５月号掲載分）からリニューアルし、歯
科医師や薬剤師の皆さんが新たに執筆者として加わります。お楽しみに！

健
康
の
達
人

Letters from
 Om

agari-Sem
boku M

edical Association
M

asters of H
EALTH

.

大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら http://www.om

agari-m
ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://www.om

agari-m
ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り
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健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

中央（健康福祉会館内／大曲） 

対象の方は早めに接種しましょう
麻しん風しん混合予防接種（MR）

　対象の方は、予防接種実施医療機関に予約の上、早
めに接種しましょう。
◆接種対象者／
 【第１期】１歳の誕生日の前日～２歳の誕生日の前日
※満１歳になったら早めに接種しましょう。
 【第２期】平成23年４月２日～24年４月１日生まれ
 （小学校入学前の１年間）
※第２期の方の無料接種期限は平成30年３月31日です。対象
の方には保育所・幼稚園を通じて案内を送付しますのでご
確認ください。接種期限を過ぎると自己負担の任意接種と
なりますのでご注意ください。

※麻しん風しんは１回の予防接種では十分な免疫がつかなかっ
たり、時間の経過とともに免疫力が落ちたりする場合があり
ます。そのため確実な予防には２回の予防接種が必要です。
◆接種費用／無料
◆持参するもの／母子健康手帳、健康保険証、予診票
※ 出生時に配付している「予防接種予診票」のつづりの中にあ
る予診票を確認してください。予診票の無い方は、母子健康
手帳を持参の上、最寄りの健康増進センター各分室にお越
しください。

　市では平成29年度から、双子や三つ子などを妊娠して
いる多胎妊婦を対象に「多胎妊婦健診受診票」を６枚追
加交付します。対象者には、母子健康手帳の交付時に他
の妊婦健康診査受診票と一緒に交付します。詳細は、最
寄りの健康増進センター各分室に問い合わせください。

安心の出産を応援します
多胎妊婦健診受診票の追加交付

　平成29年度大曲地域の日曜健診（検診）の期日と受付
時間を次のとおり変更します。
○変更前
　期日／10月15日（日）
　受付時間／午前６時30分～８時30分
○変更後
　期日／11月12日（日）
　受付時間／午前６時～８時
※ 日程は、だいせん日和、または市ホームページをご覧ください。
※ 申し込んでいない方で、日曜健診（検診）を希望する方は健康
増進センター中央分室に連絡ください。

日曜健診（検診）ご利用のみなさんへ
日曜健診（検診）日程を変更します

市
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
う
「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
」を
開
い
て
い
ま
す
。今
の
気

持
ち
や
抱
え
て
い
る
問
題
を
ゆ

っ
く
り
と
話
し
て
い
た
だ
き
、

気
持
ち
や
問
題
を
整
理
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
、
臨
床
心
理
士
等
の
資
格
の

あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
行
い
ま

す
。一
人
で
悩
ま
ず「
ほ
っ
と
ス

ペ
ー
ス
」
に
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
要
申
し
込
み
）

◆ 受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

◆ 会
場
／
大
仙
市
健
康
福
祉
会

館（
大
曲
通
町
１̶

14
）内

　
「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

◆
相
談
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　
「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」 

　
☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
４

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
の

利
用
の
仕
方

電
話
で
予
約

氏
名
、年
齢
、連
絡
先
、相
談
内

容
、居
住
地
域
、相
談
希
望
日
時

な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。

※ 

現
在
、医
療
機
関
を
利
用
し
て
い
る

方
は
主
治
医
と
相
談
の
上
、
承
諾

を
受
け
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

初
回
相
談

一
度
、
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
相
談
員
が
詳

し
い
お
話
を
伺
い
ま
す
。1
時

間
30
分
ほ
ど
の
初
回
相
談
の

後
、
相
談
を
継
続
す
る
か
決
定

し
ま
す
。相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、
よ
り
適
切
と
思
わ
れ
る
専

門
機
関
や
施
設
を
紹
介
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

継
続
的
に
支
援
し
ま
す

面
接
は
１
回
50
分
間
で

す
。相
談
の
頻
度
や
相
談

終
了
の
時
期
に
つ
い
て

も
、
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
き
ま
す
。

STEP1STEP2STEP3

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
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４月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 11日・火 花火創造企業煙火製造施設及び
煙火火薬庫竣工式

 15日・土 地域協議会全体研修会
 20日・木 秋田県市長会（横手市）

 22日・土 余目さくら花火観賞会
 23日・日 第 16回国際花火シンポジウム開

催記念「Welcome to Daisen」
 24日・月 第 16回国際花火シンポジウム開

会式
 28日・金 第 16回国際花火シンポジウム閉

会式
 29日・土 第16回国際花火シンポジウム「大

曲の花火 春の章」

市長交際費 （２月１日～28日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 12 73,700 円
協 賛 0 0 円
弔 慰 0 0 円
合 計 12 73,700 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および
　　　　副賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりの
　　　ある方や旧市町村の功労（績）者に対する

　　　　香典など
■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ４月８日（土）午前10時 30分～ 11時
協和 ４月15日（土）午前10時～ 11時
神岡 ４月 15日（土）午前11時～正午
【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）４月14日（金）午前10時30分～11時30分
【どんぐり文庫 おはなし会】
太田（敬愛館）４月16日（日）午前９時30分～11時
【スペシャルおはなし会】
西仙北 ４月22日（土）午前10時～ 11時 30分
大曲図書館企画展「花火をとおしてせかいを見てみよう！-国際花火シンポ
ジウム参加国ってどんなとこ？-」
期間／４月４日（火）から30日（日）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【４月】▼３日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、太田▼
５日＝西仙北▼26日＝協和【５月】▼１日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、
太田▼８日＝西仙北▼29日＝協和

図書館情報BOOKs

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。4月
幼児・児童向け図書
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各図書館問い合わせ
大曲図書館　  ☎ 0187-62-1012 協和図書館　  ☎ 018-892-3830
神岡図書館　  ☎ 0187-72-2501 南外図書館　  ☎ 0187-74-2130
西仙北図書館  ☎ 0187-75-0099 仙北図書館　  ☎ 0187-69-3334
中仙図書館　  ☎ 0187-56-7200 太田図書館  （太田スポーツクラブ）

　  　　　　　☎0187-86-9460

仙北図書館のおすすめ
ぺんぎんたいそう  齋藤槙／さく（福音館書店）

　水族館や動物園でおなじみのペンギン。絵本
の中では、小さい方がケープペンギンで大きい
方がキングペンギンです。この２種類のペンギンが首を伸ばしたり
縮めたり、腕をパタパタ降ってみたり、ジャンプしたりします。一緒
に親子で読んだら、ぜひ「ペンギンたいそう」をしてみてください。心
も体も、ぽかぽか温まります。親子はもちろん、幼稚園や介護の場で
も活用できる、そんな一冊です　　　　　　　　      〈仙北図書館所蔵〉



中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

介護に関する問い合わせ相談は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために
介
護
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防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
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介護保険事務所
 からのお知らせ

介護保険料が年金から特別徴収（差し引き）されている方へ
65歳以上の方の介護保険料 ～仮徴収について～

介護保険料は、住民税の課税状況などによりその年
度に納める金額が決まります。６月に住民税が決

定した後の７月に、介護保険料の年額が確定するため、
確定するまでの４・６・８月の保険料は前年度の年額を
元にした仮の保険料額での徴収となります。これが仮徴
収です。７月の介護保険料確定後は、介護保険料の年額
から仮徴収額を引き、残りの徴収回数で割った金額が下
半期に徴収される１回あたりの金額になります。

◆お知らせ通知の時期／

【問い合わせ】 
　介護保険事務所 指導監査班 ☎0187-86-3911、各高齢者あんしん相談室（各地域包括支援センター）、
　各支所市民サービス課

対象者 お知らせ郵送時期
４月から新規に仮徴収が始まる方 ○４月10日ころ

（仮徴収のお知らせ）
○７月中旬ころ

（確定保険料のお知らせ）
４月の仮徴収額と６月以降の額が

変更になる方
４月の仮徴収額と６月以降の額が

変わらない方（４、６、８月の仮徴収額は平成29年
２月の特別徴収（年金から差し引き）額と同額）

７月中旬ころ
（確定保険料のお知らせ）

納付書・口座振替で納める方

確定保険料年額 仮徴収額（４・６・８月） 10・12・２月
 66,000円　 - 　30,000円　＝　36,000円　÷　３回　＝　12,000円／回
４・６・８月に各10,000円を仮徴収された方の確定保険料が年額66,000円に決定した場合

４月 ６月 ８月 10 月 12月 ２月
10,000円 10,000円 10,000円 12,000円 12,000円 12,000円

仮徴収／合計30,000円 保険料確定後／合計36,000円

例

介護予防・日常生活支援総合事業

【一般介護予防事業】
○介護予防講演会
○地域高齢者健康教室
○元げん笑え 気き パワーアップ
　教室
○低栄養予防教室 など

これまで通り予防給付
としてサービスを受け
られます。
※ 要支援１・２の認定を受
けた方

平成29年３月まで
介護予防事業

【１次予防事業】
○さわやか教室
○高齢者健康教室 など
【２次予防事業】
まめまめ教室 など

要
支
援
１・２
の
認

定
を
受
け
た
方
、

事
業
対
象
者
の
方

平成29年４月から

要支援１・２の方への予防給付

介護予防訪問介護

介護予防通所介護

通所リハビリテーション、
訪問リハビリテーション、
福祉用具のレンタル、
ショートステイ、住宅
改修　など

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

訪問型サービス

通所型サービス
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裏千家流・石川宗美社中のおもてなし
大曲茶道連盟の呈茶会
◆ 日時／４月16日（日）

午前10時～午後３時
◆会場／産業展示館
◆お茶席代／300円
【問い合わせ】
 青少年ホーム ☎0187-62-1312

気軽にご相談ください
不動産無料相談会
　不動産の適正価格、税金、相続、
賃貸借などの相談に不動産鑑定士、
税理士、司法書士が無料で応じます。
◆日時／４月５日（水）

午後１時30分～４時30分
◆会場／大曲中央公民館・大研修室
【問い合わせ】
 田仲不動産鑑定事務所
 ☎0187-73-6464

事前に申し込みが必要です
高齢者の無料法律相談
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆日時／４月13日（木）

午前10時～午後３時
◆会場／大仙市社会福祉協議会本所
◆ 定員／８人（相談は１人30分程度。
同じ相談内容は１人１回まで）

◆相談員／佐々木優さん（弁護士）
【問い合わせ・申し込み】
 大仙市社会福祉協議会本所
 ☎0187-63-0277

秋田県内で就職した方対象
奨学金返還助成の受付開始
　秋田県では、県内企業等に就職
する新卒者等を対象に、奨学金返
還を助成します。詳細は問い合わ
せください。
◆ 助成金額／３年間で最大60万円
※金額は条件により異なります
◆ 申込期限／平成30年３月末日
【問い合わせ】
 県移住・定住促進課
 ☎018-860-3751

恵雪書道教室
書ギャラリー展
◆ 期間／４月２日（日）から

14日（金）まで
◆会場／大曲駅ハミングロード
【問い合わせ】
 恵雪書道教室 ☎0187-63-4896

12年に１度の貴重な公開
駒場神社酉年の御開帳祭
　酉年の１日だけ行われる貴重な御
神体の公開にぜひお越しください。
◆ 日時／４月16日（日）

午後２時～４時
◆会場／駒場神社

（太田町駒場字羽黒堂４）
【問い合わせ】
 駒場神社 ☎0187-88-2079
　佐々木さん ☎0187-88-1443

産業廃棄物最終処分場
変更許可申請書の縦覧を行います
　協和地域上淀川の管理型産業廃
棄物最終処分場（秋田県環境保全セン
ター）に係る変更許可申請書の縦覧
を行います。
　なお、施設の設置に関して利害
関係がある方は、生活環境保全の
点から知事に対して意見書を提出
することができます。
◆ 縦覧期限／４月27日（木）（土・日、
祝日を除く）
◆時間／午前８時30分～午後５時
◆ 縦覧会場／協和支所市民サービ
ス課、秋田県環境保全センター
（協和上淀川字雨池沢45）、大仙保健
所、秋田県生活環境部環境整備
課（秋田県庁内）
◆ 意見書提出期限／５月11日（木）
◆意見書提出先／縦覧会場と同じ
【問い合わせ】
 県環境整備課廃棄物対策班
 ☎018-860-1624

JICAボランティア2017年度
春募集「体験談&説明会」
◆日時／４月15日（土）

午前10時～正午
◆会場／にぎわい交流館AU

（秋田市中通1-4-1）
◆ 内容／ボランティア経験者の体
験談や個別相談など

【問い合わせ】
 JICA東北 ☎022-223-4772

互いの経験を語り合おう
うつコミュニティ秋田 県南支部
　うつ病の患者同士で語り合いま
せんか。参加を希望する方は直接
会場にお越しください。
◆日時／４月16日（日）午後２時～４時
◆ 会場／大曲交流センター
◆参加費／200円
【問い合わせ】
 佐藤さん ☎090-7669-1966

　市出身でドイツを中心に世界で活躍するバリトン歌手の小松
英典さん。ふるさとに響く、朗々とした歌声を堪能ください。
◆ 日時／５月14日（日）午後２時開演（午後１時15分開場）
◆会場／大曲市民会館・大ホール
◆ チケット料金／前売り2,500円（当日3,000円）※高校生以下無料
◆ チケット販売／大曲市民会館、仙北ふれあい文化センター、中仙市民
会館（ドンパル）、協和市民センター（和ピア）、ペアーレ大仙、イノウエレ
コード、美音社 

【問い合わせ】 小松英典ファンの集い事務局 中野さん ☎090-2792-0554

小松英典～ふるさとに感謝 懐郷を歌にこめて～
大仙市民賞受賞記念コンサート
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大仙サクラマス・ダービー開催
　釣るのが難しく多くの釣り人の憧れであるサクラマス。東北有数の
釣り場である大仙市を舞台に日頃の腕前を競いませんか。参加方法な
ど詳細は問い合わせください。

◆期間／６月20日（火）まで
◆ 競技エリア／仙北西部漁協、
仙北中央漁協、仙北漁協の管
轄漁業区の本・支流

◆エントリー受付／氏名、住所、

郵便番号、電話番号をファクス
またはメールで事務局に申請
◆ 表彰式／７月１日（土）開催予
定の「大仙サクラマスまつり」
で発表、表彰式を行います。

【問い合わせ・エントリー申請】
　 大仙サクラマス・ダービー&サクラマスまつり実行委員会事務局（NPO
法人秋田パドラーズ内）☎018-863-1166 FAX018-865-2982 　chu@cna.ne.jp

雄物川・玉川で釣れたサクラマスの総全長を競う

参加者募集

五・七・五のリズムで表現
大曲支部俳句大会
◆ 応募資格／大曲地域に在住・在
学・在勤の方、または大曲地域の
俳句会に所属している方
◆ 応募規定／大曲地域の公民館等
に用意している投句用紙に未発
表の雑詠２句と兼題「花火」１句
（任意）
◆投句料／2,000円
◆申込期限／４月21日（金）※必着
◆ 大会日時／６月16日（金）午前10
時30分～
◆会場／大曲交流センター
【申し込み】
 〒014-0025 大曲大町7-2
 青少年ホーム 俳句大会係 
【問い合わせ】
 生涯学習課
 ☎0187-63-1111 内線339

季節のお花をアレンジ
フラワーデザイン講座
◆ 日時／４月12日・26日午後５時
～（毎月第２・第４水曜日）
◆会場／はぴねす大仙
◆ 受講料／1,500円（材料代）
【問い合わせ・申し込み】
 栗林さん ☎090-2270-6644

この国は私たちが守ります
自衛隊幹部候補生募集
○一般幹部候補生
　 応募資格／平成30年４月１日時
点で次に該当する方【大卒程度】
22歳以上26歳未満の大卒者（見込
含む）【院卒者】修士課程修了者
等で20歳以上28歳未満の方
　申込期限／５月５日（金）
　 試験期日／５月13日（土）・14日
（日）（航空要員希望者のみ）
○予備自衛官補
　 応募資格／平成30年４月１日時
点で18歳以上34歳未満の方
　申込期限／４月７日（金）
　 試験期日／４月14日（金）から18
日（火）までのいずれか

【問い合わせ・申し込み】
 自衛隊秋田地方協力本部
 大仙地域事務所 ☎0187-63-1313

ジュニアテニス教室
参加者募集
◆対象／市内の小学１～６年生
◆ 期間／５月６日から７月29日ま
で、９月２日から10月28日まで
の毎週土曜日
◆時間／午前10時～正午
◆会場／中央公園テニスコート

（大曲川原町）
◆参加費／１回400円（保険料含む）
※11回分4,000円の回数券もあります。
◆ 持参するもの／テニスシューズ
（運動靴）、飲料水、帽子
※ ラケットは貸し出し可。動きやすい服
装でお越しください。

【問い合わせ・申し込み】
 髙島さん ☎090-1495-4778

声のサークル蓄音館
ボランティア募集
　視覚に障がいのある方のために
広報紙「だいせん日和」を読んで録
音し、郵送するボランティアです。
年間数回の担当で３・４人のグルー
プに分かれて活動しています。勉強
会も行っていますので初心者の方
も歓迎です。
【問い合わせ・申し込み】
 柏原さん ☎080-5553-6948

認知症についてみんなで語ろう
「語らいカフェ」
◆日時／４月15日（土）

午後１時30分～３時30分
◆ 会場／歩行と言葉のリハビリ空
間なごみ（大曲栄町13-38）
◆参加費／300円
◆申込期限／４月14日（金）
◆ 内容／認知症サポーター養成講
座と認知症予防のための運動

【問い合わせ・申し込み】
 介護老人保健施設なごみのさと
 ☎0187-86-0511

英語や歌が苦手な方も大歓迎
「英語で歌おう」
　英語の歌を歌って楽しい時間を
過ごしませんか。
◆ 日時／４月19日（水）

午後１時30分～
◆会場／青少年ホーム
◆参加費／500円
【問い合わせ】
 佐藤さん ☎090-2273-2794
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○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　◆医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2119
　◆時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　◆医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2119
　◆時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　◆医療機関／行事予定表の歯を確認してください
　◆時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

【問い合わせ】 
 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

日時 事業名
11日（火）

13:30～15：00 健康・介護相談～お気軽にどうぞ

22日（土）
13:30～15：00

「昔の話をしよう」
懐かしの映像を見て、うたを歌おう！

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（土）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

18日（火）
10:30～

一緒に遊ぼう
（３Ｂ体操）

28日（金）
10:30～

誕生会
（４月生まれの子）

つなっこひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

５日（水）
～15日（土） 成長記念ファイル作り

28日（金）・
29日（土） 身長・体重測定

随時 お誕生日おめでとう！！

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

14日（金）
10:30～ 絵本となかよし会

21日（金）
10:30～ トンネルで遊ぼう

E INFO.EV   NTS

月の高齢者生活相談所イベント情報4

E INFO.EV   NTS

月の子育てイベント情報4

不登校・ひきこもりの相談に応じています
大仙市子ども・若者
総合相談センター「びおら」
（大曲丸の内町１-11- ２）
☎ 0187-66-1106
午前９時～午後５時（年末年始を除く）
     biora@aqua.plala.or.jp

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
大曲子育て支援
センターすくすく
☎0187-62-5733

20日（木）
10:00～

すくすく広場
はじめまして
こんにちは

18日
（火）

27日（木）
10:00～

ベビーマッサージ
講習会（２～７カ月）

25日
（火）

（ （

　懐かしいあの頃がよみがえる「昭和のくらし展（春編）」
を開催しています。くつろぎながら思い出を語り、楽し
みませんか。

大仙市の行事予定
4月1日 土 ～17日 月

金7

金14
土15

土1４／

木6

月10

水5
火4 ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

木13

火11

土8

日9
秋田県知事選挙・大仙市長選挙・
大仙市議会議員補欠選挙
【投票】■午前７時～午後７時■各投票所
【開票】■午後８時30分～■大曲体育館
歯 おやしき歯科クリニック（大曲）☎ 0187-65-2002

歯 山下歯科医院（大曲）☎ 0187-63-0418

全市一斉クリーンアップデー
■午前中■市内各所▶ P.11日16

日2
歯 はら歯科医院（大曲）☎ 0187-88-8418

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏

秋田県知事選挙・大仙市長選挙・大仙市議会議員補欠選挙
告示日

月17

大曲地域行政相談
■午前 10 時～正午■大曲交流センター２階教材準備室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■西仙北中央公民館
協和地域行政相談
■午前９時～正午■協和公民館淀川分館
■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
太田地域行政相談■午前 10 時～正午■太田庁舎市民相談室

月3 市民課・税務課・債権管理課・上水道課・子ども支援課
窓口業務時間延長（～４月７日（金）） 
■午後７時まで延長

22

水12 ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）（100円）

認知症の方と家族の集い「たんぽぽの会」▶ P. ９
■午前 10時～ 11時 30分
■中仙市民会館（ドンパル）
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

人　口 83,906人     （-   92）

　男 39,320人     （-   32）

　女 44,586人     （-   60）

世帯数 31,302世帯    （- 12）

出　生   39 人
死　亡   108 人
転　入   89 人
転　出   112 人

2/28現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

●編 集 発 行 秋田県大仙市企画部総合政策課 ☎0187-63-1111（代表）
   〒 014-8601 秋田県大仙市大曲花園町１番１号
●発 行 日 毎月２回（１日・16日）
●印 刷 株式会社 松本印刷

［問い合わせ］ 第16回国際花火シンポジウム実行委員会事務局  ☎0187-73-5781
http://www.oomagari-hanabi.com/isfireworks_spring2017/index.html

大仙市雄物川河畔
大曲花火大橋下流河川敷（全国花火競技大会「大曲の花火」開催会場）

４／25・27・28 午後７時～７時45分
［開催時間］

４／29　　　   午後７時～８時20分
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の
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任
７
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所
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年
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仕
事
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通
じ
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た
く
さ
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方
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ら
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緒
に
笑
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泣
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く
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瞬
間
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
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て
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財
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で
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今
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、後
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。私
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当
し
伝
え
て
き
た〝
今
〞が
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り
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長
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扱
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れ
４
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間
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報
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